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フ
ィ
リ
ピ
ン
で
６
月
�
日
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル

コ
ス
新
政
権
が
誕
生
す
る
。
マ
ル
コ
ス
氏
の
父
は
、
か
つ
て

�
年
以
上
に
わ
た
っ
て
独
裁
体
制
を
敷
き
、
１
９
８
６
年
の

「
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
（
エ
ド
ゥ
サ
）
革
命
」
で
失
脚
し
た
故

マ
ル
コ
ス
元
大
統
領
だ
。
人
口
１
億
１
０
０
０
万
人
超
、
平

均
年
齢
�
歳
と
い
う
若
い
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
独
裁
政
権

時
代
を
知
ら
な
い
世
代
が
有
権
者
の
過
半
数
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
５
月
９
日
の
大
統
領
選
挙
で
圧
勝
し
た
マ
ル
コ

ス
氏
の
選
出
過
程
と
次
期
政
権
の
行
方
に
つ
い
て
、
防
衛
研

究
所
理
論
研
究
部
社
会
・
経
済
研
究
室
の
富
川
英
生
主
任
研

究
官
に
分
析
・
執
筆
を
お
願
い
し
た
。

　
富
川
　
英
生
（と
み
か
わ
・ひ
で
お
）
防
衛
研
究
所
理
論
研
究
部
社
会
・
経
済
研
究
室
主
任
研
究
官

　
１
９
７
１
（
昭
和
�
）
年
生
ま
れ
、
兵
庫
県
出
身
。
千
葉
大
学
法
経
学
部
卒
業
、
東
京
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
経
済
修
士
）
、
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課

程
中
退
、
豪
国
防
大
学
防
衛
戦
略
研
究
課
程
修
了
、
英
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
課

程
修
了
（
修
士
・
東
ア
ジ
ア
研
究
）
。
２
０
０
３
年
か
ら
防
衛
研
究
所
勤
務
。
専
門
分
野
は
マ
レ

ー
シ
ア
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
・
産
業
政
策
。
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
防
衛
装

備
ビ
ジ
ネ
ス
や
国
際
安
全
保
障
の
経
済
的
側
面
な
ど
の
調
査
研
究
に
も
従
事
。
最
近
の
研
究
論
文

に
「
国
防
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
『
国
際
安
全
保
障
』
第
�
巻
第
１
号
（
�
年
６
月
）
、「ロ

ボ
ッ
ト
工
学
・
自
律
型
シ
ス
テ
ム
・
人
工
知
能
（
Ｒ
Ａ
Ｓ
―
Ａ

Ｉ
）に
関
す
る
技
術
開
発
の
動
向
と
自
律
型
兵
器
シ
ス
テ
ム
（Ａ

Ｗ
Ｓ
）
の
運
用
に
つ
い
て
の
展
望
―
米
・
中
・
露
を
中
心
に
―

（
山
口
信
二
主
研
と
の
共
著
）
」
『
防
衛
研
究
所
紀
要
』
第
�

巻
第
２
号
（
�
年
１
月
）
な
ど
。

　画像はボンボン・
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新大統領

フェルディナンド

・ロムアルデス・マ

ルコス・ジュニア

　１９５７年生まれ。

　父は故フェルデ

ィナンド・エドラ

リン・マルコス元

大統領。

　英国、米国で教

育を受け帰国。

　１９８０年、�歳の若さで地元北イロコス州

の副知事となり、１９８３年には州知事に就任。

　１９８６年、エドゥサ革命によって両親とと

もに米国ハワイに亡命。父の死去後、１９９１

年にフィリピン帰国が許される。

　１９９２年、マルコス家再興を図るべく北イ

ロコス州から下院選に出馬し当選。１９９５年

には上院選に出馬も落選。

　１９９８年、北イロコス州知事選に勝利し、

２００７年まで３期務める。

　２０１０年、再び上院選に挑戦し当選。

　２０１６年、副大統領選に立候補、僅差の次

点で落選。

新副大統領

サラ・ドゥテルテ

　１９７８年生まれ。

　父はロドリゴ・

ドゥテルテ前大統

領。

　２００６年、司法試

験に合格。

　２００７年、父ドゥ

テルテ・ダバオ市

長の下で副市長選に就任。

　２０１０年、市長選に出馬し当選、副市長に

は父が就任。

　２０１３年、父が市長選に再出馬し、一時、

政界を離れる。

　２０１６年、父の大統領選出馬に伴い市長選

に再出馬し当選。

　２０１８年、地域政党である「改革党」を立

ち上げる。

　
国
民
の
間
で
人
気
が
あ
り
、

「
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ラ
バ
ン
」
か
ら
も
大

統
領
選
へ
の
出
馬
が
期
待
さ
れ

て
い
た
サ
ラ
市
長
は
、
当
初
は

そ
の
意
思
を
見
せ
ず
、
市
長
再

選
を
目
指
す
と
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
候
補
者
変
更
届
の

受
付
終
了
直
前
に
な
り
、
グ
ロ

リ
ア
・
ア
ロ
ヨ
元
大
統
領
の
出

身
母
体
で
あ
る
「
ラ
カ
ス
Ｃ
Ｍ

Ｄ
」
に
合
流
し
、
同
党
の
副
大

統
領
候
補
と
な
り
、
直
後
に
ボ

ン
ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
大
統
領
候

補
と
共
闘
す
る
こ
と
が
表
明
さ

れ
た
。
こ
こ
に
事
前
の
世
論
調

査
で
１
位
、
２
位
に
つ
け
る
候

補
者
に
よ
る
最
強
タ
ッ
グ
が
誕

生
し
た
。
両
者
の
人
気
は
維
持

さ
れ
た
ま
ま
で
選
挙
戦
は
推
移

し
、
そ
の
結
果
、
他
の
候
補
に

大
差
を
つ
け
て
勝
利
し
た
。

　
こ
の
見
事
な
計
略
を
描
い
た

黒
幕
に
つ
い
て
は
サ
ラ
氏
の
相

談
相
手
と
さ
れ
る
ア
ロ
ヨ
氏
で

は
と
の
報
道
も
あ
る
が
、
「
ラ

カ
ス
Ｃ
Ｍ
Ｄ
」
は
こ
れ
を
否
定

し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
背
景
の
中
で

行
わ
れ
た
今
回
の
大
統
領
選
挙

に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
新

し
い
特
徴
が
見
ら
れ
た
。ま
ず
、

公
約
な
ど
よ
り
も
、
政
治
家
個

人
の
人
気
が
よ
り
重
要
に
な
っ

た
。
特
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ア
プ
リ
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
、
理
想
的
な

人
物
像
を
演
じ
て
フ
ォ
ロ
ワ
ー

を
増
や
す
こ
と
が
選
挙
活
動
の

重
要
な
手
段
と
な
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
知
名
度
だ
け
が

勝
敗
の
要
で
は
な
い
。例
え
ば
、

２
０
２
１
年
�
月
時
点
で
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
は
、ボ
ン
ボ
ン
・マ
ル
コ
ス
候

補
が
約
４
０
０
万
人
な
の
に
対

し
、
パ
ッ
キ
ャ
オ
候
補
は
１
８

０
０
万
人
以
上
も
あ
っ
た
が
、

同
時
期
の
調
査
で
ボ
ン
ボ
ン
候

補
の
支
持
率
は
既
に
５
割
を
超

え
、
パ
ッ
キ
ャ
オ
候
補
を
圧
倒

し
て
い
た
。
こ
れ
は
知
名
度
に

加
え
、
名
士
で
あ
っ
た
こ
と
も

人
気
を
補
強
す
る
重
要
な
要
素

で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
ボ
ン
ボ
ン
・
マ
ル

コ
ス
大
統
領
、
サ
ラ
・
ド
ゥ
テ

ル
テ
副
大
統
領
の
統
治
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

焦
点
と
な
る
の
は
父
の
よ
う
な

強
権
政
治
を
継
承
す
る
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
両
者
の
人
気
を
支
え
て
き

た
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て

形
成
さ
れ
た
「
イ
メ
ー
ジ
」
で

あ
る
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
前
大
統
領

の
よ
う
な
生
身
の
カ
リ
ス
マ
性

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
選
挙
期
間
中
と
は
異
な
り
、

今
後
、
両
者
は
否
応
な
く
メ
デ

ィ
ア
の
前
に
立
ち
、
野
党
な
ど

か
ら
の
厳
し
い
追
及
に
対
し
て

自
身
の
言
葉
で
応
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
が
増
え
る
。

　
こ
の
際
、
二
世
セ
レ
ブ
ら
し

い
良
い
人
と
し
て
振
る
舞
う
に

せ
よ
、
父
譲
り
の
強
権
政
治
家

の
姿
を
演
じ
る
に
せ
よ
、
彼
ら

の
最
大
の
後
ろ
盾
で
あ
る
国
民

の
望
む
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
せ
ざ

る
を
得
ず
、
そ
の
統
治
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
は
世
論
の
反
応
を

見
つ
つ
柔
軟
に
調
整
を
図
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
年
５
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

行
わ
れ
た
選
挙
で
は
、
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
大
統
領
候
補
の
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ
ス
・

ジ
ュ
ニ
ア
（
以
下
、
ボ
ン
ボ
ン

・
マ
ル
コ
ス
）
元
上
院
議
員

（
�
）
と
、
副
大
統
領
候
補
の

サ
ラ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
（
以
下
、

サ
ラ
）
ダ
バ
オ
市
長
（
�
）
＝

肩
書
は
い
ず
れ
も
当
時
＝
の
両

候
補
が
共
に
３
０
０
０
万
票
を

超
す
史
上
最
多
の
得
票
数
で
他

陣
営
に
大
差
を
つ
け
て
勝
利
を

確
実
に
し
た
。

　
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
ボ
ン
ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
候

補
は
故
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・

マ
ル
コ
ス
元
大
統
領
の
長
男
、

サ
ラ
候
補
は
ロ
ド
リ
ゴ
・
ド
ゥ

テ
ル
テ
大
統
領
の
長
女
で
あ

る
。

　
例
え
ば
、
国
際
的
な
指
標
で

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
民
主
主

義
」
の
評
価
は
ド
ゥ
テ
ル
テ
政

権
誕
生
後
に
低
下
し
て
い
る

が
、一
方
で
、政
権
へ
の
満
足
度

に
関
す
る
調
査
で
は
国
民
の
評

価
は
む
し
ろ
上
昇
し
て
い
る
。

　
こ
の
高
い
満
足
度
に
つ
い
て

は
同
政
権
の
「ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」

的
な
傾
向
が
要
因
だ
と
す
る
向

き
も
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
の
代
表
格
と
さ
れ
る
ジ

ョ
セ
フ
・
エ
ス
ト
ラ
ー
ダ
元
大

統
領
と
比
較
し
た
場
合
、
エ
ス

ト
ラ
ー
ダ
政
権
で
は
都
市
部
よ

り
も
農
村
部
、
高
中
所
得
層
で

は
な
く
低
所
得
層
で
の
満
足
度

が
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
ド
ゥ

テ
ル
テ
政
権
は
エ
リ
ア
・
階
層

に
関
係
な
く
全
般
的
に
高
い
満

足
度
を
得
て
い
た
。

　
さ
ら
に
興
味
深
い
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
し
て
は
、
自
身
を
高

い
社
会
階
層
に
属
す
る
と
考
え

る
人
た
ち
の
中
で
、
強
権
的
な

統
治
ス
タ
イ
ル
を
選
好
す
る
と

答
え
た
人
の
割
合
が
過
半
数
を

超
え
て
い
た
点
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
は
法
の
支

配
や
報
道
の
自
由
と
い
っ
た
西

側
社
会
で
重
視
さ
れ
る
「
民
主

的
」
な
価
値
よ
り
も
、
犯
罪
の

取
り
締
ま
り
や
経
済
成
長
と
い

っ
た
国
民
が
実
感
で
き
る
成
果

を
出
す
政
治
指
導
者
を
評
価
す

る
傾
向
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
故
マ
ル
コ
ス
元
大
統
領
は
ル

ソ
ン
島
北
部
の
伝
統
的
な
エ
リ

ー
ト
家
系
の
出
身
、
ド
ゥ
テ
ル

テ
大
統
領
も
南
部
の
新
興
で
は

あ
る
も
の
の
、
レ
イ
テ
島
生
ま

れ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
育
ち
と
い

う
地
方
の
エ
リ
ー
ト
家
系
に
生

ま
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
中

央
政
界
に
進
出
す
る
こ
と
で
地

元
に
政
治
王
朝
を
確
立
し
た
。

　
前
出
の
川
中
豪
研
究
員
に
よ

る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
「
恩

顧
主
義
（
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ

ム
）
」
と
呼
ば
れ
る
垂
直
的
な

関
係
性
の
下
で
政
治
動
員
が
図

ら
れ
て
き
た
と
い
う
。

　
具
体
的
に
は
、
エ
リ
ー
ト
層

が
低
所
得
層
に
対
し
て
私
財
の

配
分
な
ど
通
じ
て
支
持
を
集

め
、
地
元
の
権
力
を
掌
握
す
る

と
い
う
。

　
大
統
領
・
副
大
統
領
選
挙
は

全
国
レ
ベ
ル
の
直
接
投
票
で
行

わ
れ
る
た
め
、
恩
顧
主
義
に
よ

る
集
票
効
果
は
限
定
さ
れ
る

が
、
ボ
ン
ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
、

サ
ラ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
両
候
補
は

政
治
王
朝
を
継
承
し
、
地
方
首

長
と
し
て
実
績
を
積
む
こ
と
で

基
礎
票
（
地
盤
）
と
選
挙
資
金

（
カ
バ
ン
）を
手
に
し
て
い
た
。

　
一
方
で
、
新
た
な
「
基
盤
」

と
な
る
浮
動
票
層
に
対
し
て

は
、
自
ら
が
主
催
す
る
政
治
イ

ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
駆
使

し
た
選
挙
活
動
で
取
り
込
み
を

図
っ
た
。

　
こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
若

年
層
や
都
市
中
間
層
に
と
っ
て

名
門
の
家
名
は
「
セ
レ
ブ
」
と

同
様
の
意
味
を
持
つ
有
効
な
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
で
は
、
選
挙
戦
の
経
過
を
簡

単
に
振
り
返
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
現
行
憲
法
で
は
、
大
統
領
の

任
期
（
６
年
）
を
４
年
以
上
務

め
た
者
は
再
び
大
統
領
選
に
立

候
補
・
就
任
は
で
き
な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
父
ド
ゥ
テ
ル
テ

大
統
領
は
今
回
の
大
統
領
選
に

出
馬
で
き
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

与
党
「
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ラ
バ
ン
」
は
ド

ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
を
副
大
統
領

選
の
公
認
候
補
（
大
統
領
候
補

に
は
側
近
の
ボ
ン
・
ゴ
ー
上
院

議
員
）
と
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
制
度
の
乱

用
だ
と
い
う
批
判
を
招
い
た
こ

と
か
ら
撤
回
さ
れ
、
結
局
、
ド

ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
政
界
か
ら

の
引
退
を
表
明
し
た
（そ
の
後
、

上
院
選
へ
の
出
馬
を
表
明
し
、

引
退
は
撤
回
さ
れ
た
）
。

　
一
方
で
、
早
く
か
ら
次
期
大

統
領
選
へ
の
出
馬
を
表
明
し
、

当
初
は
後
継
指
名
を
受
け
る
の

で
は
と
目
さ
れ
て
い
た
元
ボ
ク

シ
ン
グ
世
界
王
者
の
マ
ニ
ー
・

パ
ッ
キ
ャ
オ
上
院
議
員
は
、
そ

の
後
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
と

の
関
係
が
悪
化
し
、結
局
は
「Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｄ
Ｉ
」
か
ら
出
馬
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
は
、
反
ド
ゥ
テ

ル
テ
派
の
急
先
鋒
で
現
職
副
大

統
領
の
レ
ニ
・
ロ
ブ
レ
ド
（
自

由
党
）
、
現
マ
ニ
ラ
市
長
の
イ

ス
コ
・
モ
レ
ノ
（民
主
行
動
党
）

な
ど
が
立
候
補
を
表
明
し
、
ボ

ン
ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
候
補
（
Ｐ

Ｆ
Ｐ
）と
競
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
で
は
、
今
回
の
大
統
領
選
挙

の
争
点
に
つ
い
て
考
え
る
上

で
、
ま
ず
父
ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権

の
評
価
を
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
川
中

豪
研
究
員
の
論
考
（
「
支
持
さ

れ
る
権
威
主
義
的
反
動
―
―
世

論
調
査
か
ら
見
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
治
の
現
在
」
２
０
２
１
年
�

月
）を
も
と
に
整
理
し
て
み
る
。

　
ま
ず
、
歴
代
大
統
領
と
異
な

り
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
誕

生
当
初
の
高
い
支
持
率
を
中
弛

み
す
る
こ
と
な
く
維
持
し
続
け

た
。
「
麻
薬
戦
争
」
で
司
法
手

続
き
を
無
視
し
た
取
り
締
ま
り

や
、
政
権
に
批
判
的
な
マ
ス
コ

ミ
へ
の
厳
し
い
締
め
付
け
な

ど
、
そ
の
強
権
的
な
統
治
ス
タ

イ
ル
に
つ
い
て
内
外
の
メ
デ
ィ

ア
や
有
識
者
な
ど
か
ら
厳
し
い

批
判
を
受
け
て
き
た
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
国
民
は
こ
れ
と
は
異
な

る
評
価
を
示
し
た
こ
と
に
な

る
。つ
ま
り
、主
要
メ
デ
ィ
ア
や

有
識
者
と
一
般
市
民
の
間
に
は

政
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て
認
識

に
ズ
レ
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
以
上
に

厳
し
い
歴
史
的
評
価
を
受
け
て

き
た
の
が
、
戒
厳
令
を
敷
き
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
権
威
主
義
体
制

を
も
た
ら
し
た
故
マ
ル
コ
ス
元

大
統
領
で
あ
る
。

　
ボ
ン
ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
候
補

に
と
っ
て
、
そ
の
子
息
で
あ
る

と
い
う
事
実
は
選
挙
戦
を
勝
ち

抜
く
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
テ

ィ
グ
マ
（
不
名
誉
な
烙
印
、
偏

見
・
差
別
）
で
あ
っ
た
。

　
マ
ル
コ
ス
家
に
は
父
の
執
政

時
に
お
け
る
巨
額
な
不
正
蓄
財

な
ど
に
関
す
る
嫌
疑
が
懸
け
ら

れ
て
お
り
、
多
額
の
返
納
を
求

め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
母
イ

メ
ル
ダ
・
マ
ル
コ
ス
は
汚
職
の

罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
て
控
訴

中
の
身
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
戒

厳
令
下
で
弾
圧
を
受
け
た
犠
牲

者
か
ら
の
告
発
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
が
誕
生
し
、
自
身
も
敗
れ
は

し
た
が
、
副
大
統
領
選
で
僅
差

の
次
点
に
つ
け
た
２
０
１
６
年

頃
か
ら
既
に
状
況
は
改
善
す
る

兆
し
を
見
せ
て
い
た
。

　
ま
ず
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
戒
厳
令
下
の
時
代
を
知
ら

な
い
世
代
が
増
え
た
点
で
あ

る
。
「
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
（
エ

ド
ゥ
サ
）
革
命
」
か
ら
�
年
が

経
っ
た
こ
と
で
、
マ
ル
コ
ス
家

に
対
す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
は
希

薄
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
国

民
が
強
い
政
治
指
導
者
を
好
む

よ
う
に
な
っ
た
点
を
上
手
く
利

用
し
、
父
マ
ル
コ
ス
政
権
期
の

権
威
主
義
体
制
を
「
秩
序
と
成

長
の
時
代
」
で
あ
っ
た
と
「
ス

ピ
ン
」
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
発
信

し
続
け
た
。

　
そ
し
て
、
副
大
統
領
選
に
敗

れ
て
以
降
の
６
年
と
い
う
長
い

時
間
を
全
て
選
挙
に
向
け
た
準

備
に
費
や
し
た
。
ボ
ン
ボ
ン
候

補
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
な
が
ら
全
国
を
回
っ
て
イ
メ

ー
ジ
戦
略
を
進
め
、
同
時
に
各

地
に
政
党
支
部
を
作
る
こ
と
で

地
盤
以
外
で
の
支
持
層
の
拡
大

を
図
り
、
マ
ル
コ
ス
家
復
興
を

試
み
た
。

　
で
は
、
新
政
権
の
船
出
は
ど

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
ボ
ン
ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
新
大

統
領
は
、
中
央
政
界
で
の
実
績

に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
一
部
経

済
界
か
ら
は
そ
の
手
腕
に
対
す

る
不
安
の
声
も
上
が
っ
て
い

た
。

　
一
方
で
、
サ
ラ
・
ド
ゥ
テ
ル

テ
次
期
副
大
統
領
は
、
中
央
で

の
経
験
は
な
い
が
、
「
ラ
カ
ス

Ｃ
Ｍ
Ｄ
」
へ
合
流
し
た
こ
と
で

組
織
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

立
場
に
あ
る
。

　
同
党
は
源
流
を
た
ど
れ
ば
元

大
統
領
の
フ
ィ
デ
ル
・
ラ
モ
ス

氏
や
ア
ロ
ヨ
氏
ら
が
名
を
連

ね
、
現
総
裁
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ロ
ム
ア
ル
デ
ス
は
イ
メ
ル
ダ
夫

人
の
出
自
で
あ
る
ロ
ム
ア
ル
デ

ス
家
の
人
物
で
、
ボ
ン
ボ
ン
・

マ
ル
コ
ス
新
大
統
領
の
従
弟
に

当
た
る
。

　
こ
の
ロ
ム
ア
ル
デ
ス
総
裁

は
、
ア
ロ
ヨ
氏
か
ら
推
薦
を
受

け
、
下
院
議
長
に
就
任
す
る
見

込
み
（
執
筆
時
点
）
で
あ
り
、

ち
ゅ
う
た
い

血
縁
や
恩
義
を
紐
帯
と
し
た
政

権
基
盤
は
安
定
し
た
も
の
に
な

る
と
見
ら
れ
る
。

　
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

は
、
ボ
ン
ボ
ン
・
マ
ル
コ
ス
大

統
領
は
選
挙
期
間
中
、
マ
ル
コ

ス
家
に
批
判
的
で
あ
っ
た
主
要

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
テ
レ
ビ
討
論
会
へ
の
参
加

を
避
け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
た
だ
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
政
治
空
間
が
ド
ゥ
テ
ル
テ
前

大
統
領
の
レ
ガ
シ
ー
に
対
す
る

容
認
派
と
否
定
派
（
＝
ア
キ
ノ

派
）
に
分
か
れ
る
と
す
れ
ば
、

非
ア
キ
ノ
派
に
当
た
る
ボ
ン
ボ

ン
・
マ
ル
コ
ス
新
政
権
は
基
本

的
に
は
前
政
権
で
の
看
板
政

策
、
例
え
ば
麻
薬
犯
罪
に
対
す

る
厳
し
い
姿
勢
や
中
国
資
本
を

含
む
外
資
の
誘
致
、
積
極
的
な

イ
ン
フ
ラ
投
資
な
ど
の
政
策
を

継
承
す
る
と
見
ら
れ
る
。

　
外
交
方
針
に
つ
い
て
も
手
掛

か
り
と
な
る
情
報
に
乏
し
い
。

対
中
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
１
年
の
早
い
段
階
で
中
国
大

使
館
が
ボ
ン
ボ
ン
候
補
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
た
が
、
前
政
権
と
同
様
、

経
済
的
な
関
係
は
強
化
し
つ
つ

も
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
つ
い
て

は
外
交
的
な
解
決
を
求
め
る
と

い
う
現
実
的
な
対
応
を
す
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。

朝　　　　　雲 （ＡＳＡＧＵＭＯ）令和４年（��年） 月 日 　 第３５０５号 （４）


